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令和４年度 第２回 川口市農政審議会 議事概要 

 

 

１ 開催日時  令和４年７月２１日（木）午前１０時００分～１１時４０分 

 

２ 開催場所  川口緑化センター３階 会議室２・３ 

 

３ 出 席 者  委 員：１１人（敬称略） 

飯村 靖史（会長） 

會田 正行（副会長） 

舩津 由徳 

加藤  江 

坂口 清貴 

椎橋 美孝 

山岡 孝 

中山 栄次 

石塚 直幸 

長嶋 聡 

本間 利明 

 

        関係者：３人 

         公益財団法人川口緑化センター 

専務理事兼事務局長  小林  一 

事務局次長兼事業課長 小川 順一郎 

         株式会社地域計画建築研究所 社員１人 

 

        事務局：８人 

経済部長        野崎  豊 

グリーンセンター所長  内田  隆 

農政課長        安達 一広 

農政課農政係長     宮澤 大輔 

農政課農業振興係長   山縣 由直 

他職員３人 

 

４ 傍 聴 者  なし 
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５ 議  事  議題１ 第２次川口市農業基本計画（川口市都市農業振興計画）に

ついて 

（１）中間報告について 

（２）川口市農業をとりまく状況の整理及び重視すべき取 

組について 

 

６ そ の 他  ・川口農業ブランド制度運用要領の改正について 

        ・グリーンセンター再整備事業について 

 

７ 議 事 録 

議題１ 第２次川口市農業基本計画（川口市都市農業振興計画）について 

 (1) 中間報告について 

 事務局から、別紙１に基づき説明。 

 (2) 川口市農業をとりまく状況の整理及び重視すべき取組について 

 事務局から、別紙２に基づき説明。 

委員 

 川口市は交通網に恵まれているが、通過で終わってしまうので、足を

止めてもらう場所づくりが必要である。イイナパークやグリーンセンタ

ー、また、最近川口にも増えてきているおしゃれなカフェ等で、Ｗｅｂ

も活用しながら、若い人たちにも農業を見てもらうような機会を増やす

とよいと思う。 

委員 

 川口市は、暮らしのど真ん中に農地があるというのが強みである。他

市と違うのは、植木・花きが強い。植木・花きと野菜とはエンドユーザ

ーが違うので、計画の中でも分けて考える必要があるのではないかと思

う。 

委員 

 行政が地域と一緒になって取り組んでいく必要があると思う。若い人

たちが参加するような会議を作ってはどうか。また、農業の予算が増え

ていないので、農業予算を拡充してほしい。 

事務局 
 内部で議論しているところではあるが、農業者の方への有効な支援策

があれば、審議会で提言していただけるとありがたい。 

委員 

 今の子供たちは、野菜がどのように育っているのかを知らない。野菜

に触れる機会が少ないので、遊休農地を利用した収穫体験ができるよう

な場所があればよいと思う。 

委員 

 農業後継者には助成金が少ないので、ハウスや機械などを購入する際

に助成金を出してほしい。生産緑地指定を１０年延長したとしても、そ

の先を考えないといけない。 

事務局  本日いただいたご意見を踏まえ、計画の内容については検討して参り
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たい。 

その他 川口農業ブランド制度運用要領の改正について 

 川口農業ブランド推進協議会事務局から、別紙３に基づき説明。 

委員 
 表示する認定区分を変更することができるよう改正したとのことだ

が、わかりやすく説明してほしい。 

ブランド推進 

協議会事務局 

 生産者が自らの判断で認定区分の表示の変更ができることとしたが、

３段階あるブランドに、品質や出来不出来といった優劣の差があるもの

ではないということを改めて示したものである。 

委員 

 野菜は天候で出来不出来が左右されるものであるが、認定を受けた農

産物が規格に見合わないと思った場合、自身の判断でブランド表示せず

に消費者に提供するということか。判断は個人に任せるのか。 

ブランド推進 

協議会事務局 

 サイズの大小は購入者の好みもあるので、生産者が基準を設けて表示

を変えていくことを想定している。ただ、品質が良くなかった場合に段

階を下げたブランド表示をして販売すると、消費者には劣ったものと捉

えられてしまうのではないかということで、そのような扱いはできない

こととした。生産者が自らの判断でブランド表示をしないということは、

これまでも可能であり、今後も変更はない。今回の改正により、表示す

る認定区分を変更する場合、自ら変更の基準を定め、申請してもらうこ

ととした。 

 グリーンセンター再整備事業について 

 事務局から、別紙４に基づき説明。 

委員  わんぱく広場の水遊び場を作るという計画はどうなっているか。 

事務局  今後の工事で検討していく。 

会長  令和７年度に完成するのか。 

事務局 
 第２期工事が令和７年度に完了し、全体の工事は第４期、令和１０年

度で完了予定である。 

委員  グリーンセンターの売りである噴水は変わらず残るか。 

事務局 
 噴水は第３期以降の工事予定であるが、第３期、第４期工事について

は予定が変更となる場合がある。農政審議会で随時報告させていただく。 

委員  入場料はどうなるか。 

事務局  社会的ニーズを捉え、全ての工事が終わった時点で検討していく。 

委員  市民の憩いの場であるということを考えて検討してほしい。 

事務局 
 様々な方のご意見を伺った上で、入場料等については検討していきた

いと考えている。 

閉会 


